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例 仁コ

1．本書は、長野県諏訪市内遺跡の平成13年度試掘確認調査報告書である。

2．本調査は、諏訪市教育委員会が調査主体者となり、諏訪市教育委員会の編成する諏訪市遺跡調査団

が調査を担当した。

3．それぞれの現場における調査期間は、遺跡ごとに記載してある。報告書作成作業は平成14年2月

から平成14年3月まで、諏訪市埋蔵文化財整理室で行った。

4．本文中における水糸レベルは可能なかぎり絶対標高を使用している。その他は現地における地形図

からの読取りの標高である。

5．現場における記録と整理作業の分担は次のとおりである。

遺構等実測……宮坂今朝芳・青木正洋・田中　総・藤森敏幸・藤森豊

遺物水洗・注記作業……藤森（敏）・宮坂（茂）

遺物実測及び遺構遺物トレース・図面写真整理……藤森（敏）・青木・田中

6．本書の執筆については諏訪市教育委員会事務局が担当した。

7．調査の記録は、諏訪市教育委員会で保管している。

各遺跡の略称および出土遺物の注記は以下のとおりである。

（神宮寺跡遺跡・・・JNG清水遺跡・・・SSMA穴場遺跡・‥AN松原遺跡・‥MTB）

8．発掘調査及び報告書作成に際し、調査・整理作業参加者の他に下記の方々はじめ多くの方々に御指

導・御教示を得た。記して感謝申し上げる。

長野県教育委員会文化財・生涯学習課諏訪地方事務所笠原うめ子鈴島務矢崎裕司河西淳
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工　市内遺跡試掘調査について

1今年度の試掘調査

諏訪市内の遺跡は、近年の分布調査などで増加し、現在240ヶ所を超える埋蔵文化財包蔵地が把握されて

いる。市教育委員会では、これらの遺跡において開発などによる破壊が危倶されていることなどから、諏訪

市遺跡調査団を編成し、国庫・県費補助事業として「市内遺跡発掘調査事業」を実施し、保護に努めている

ところである。

本年は、個人住宅建設などに起因した緊急確認調査及び遺跡確認調査が4件実施され、遺構等が確認され

た遺跡もあるなど、多大な成果を収めることができた〇本報告書はそれらの成果を、集成したものである。

・補助事業決定の経過

平成13年4月13日付け13生学文第3号

平成13年度国宝重要文化財等保存整備費補助金交付申請書　市内遺跡発掘調査事業（国庫）

平成13年6月4日付け13生学文第4号

平成13年度文化財補助金交付申請書　市内遺跡発掘調査事業（県費）

平成13年6月1日付け13庁財第105号（13教文第1－36号）

平成13年度国宝重要文化財等保存整備費補助金交付決定通知　市内遺跡発掘調査等事業（国庫）

平成13年6月5日付け長野県教育委員会指令13教文第2－36号

平成13年度文化財補助金交付決定通知　市内遺跡発掘調査等事業（県費）

2　調査組織

諏訪市遺跡調査団（平成13年度）

団　長　　細野　祐　（諏訪市教育委員会　教育長）

副団長　　進藤正利　（諏訪市教育委員会　教育次長）

宮坂光昭　（諏訪市文化財専門審議会委員）

調査担当　青木正洋　（諏訪市教育委員会学芸員）

田中　総　（諏訪市教育委員会学芸員）

調査団員　増沢清久・矢崎未明・宮坂　毅・宮坂茂子・藤森敏幸・藤森　豊

（事務局）

事務局長　岩波文明　（諏訪市教育委員会　生涯学習課長）

事務主幹　宮坂今朝芳（諏訪市教育委員会　生涯学習課文化財係長）

事務局員　青木正洋・田中　総（諏訪市教育委員会　生涯学習課文化財係）
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第1図　平成13年度調査遺跡位置図
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I　神宮寺跡遺跡試掘調査

1．所在地　諏訪市中洲844　　　　　2．調査期間　平成13年6月11日

3．調査面積　4Id　　　　　　　　　4．調査日的　索道施設工事に先立つ試掘調査

5．調査担当　青木正洋　　　　　　　　6．検出遺構　なし

7．出土遺物　陶器片・匙状銅製品

各1点

神宮寺跡遺跡は滝沢川と女沢川に隣接する台地上に立地する（第2図）。諏訪大社上社本宮境内に隣接し、

かつて諏訪神社別当としての神宮寺とその関連施設が建立されていたが、明治維新の廃仏毀釈によって

全て破却されてしまい、現在その痕跡はほとんど認められない。神宮寺跡遺跡については過去3次にわ

たって部分的に発掘調査が行われており、室町期～近世の遺構・遺物が発見されている。今回の調査は

女沢川における砂防ダム工事に係る索道施設設置工事に先立ち行なったも・ので、該当箇所に2×2mの試

掘グリッドを設定し、掘り下げを行なった（第3図）。その結果、旧耕作地でもある当地点では耕作土以下、

上方からの流れ込みである二次堆積層が続き、遺構は確認されなかった。なお工事作業終了後、現地は

原状回復がなされた。

第2図　遺跡位置図
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第3図　調査区全体図
（伝　副祝邸跡地測量を含む）
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Ⅲ　清水遺跡試掘調査

1．所在地　諏訪市豊田3615－ニ　　　　2．調査期間　平成13年8月9日・10日

3．調査面積18I肩

5．調査担当　青木正洋

7．出土遺物　弥生土器ほか

計361点（第1表参照）

4．調査日的　住宅建設に先立つ試掘調査

6．検出遺構　竪穴住居（弥生中期）1軒

清水遺跡は女帝垣外遺跡南方に連続する北東向き斜面上に立地し、下方には中道遺跡が分布する（第4

図）。中央道建設に先立ち、昭和48年に第1次発掘調査が実施され、その後7次まで発掘・試掘調査が行

われているが、全般的に遺構の検出例は少ない。第3次調査では、縄文時代晩期～弥生時代中期前半

の土器が出土し、当遺跡が縄文時代から弥生時代へ続く段階に帰属していることが明らかとなった。

今回の8次調査では中道遺跡に隣接する地点が該当し、設定した試掘グリッドのうちNG2・3グリッ

ドの2ヶ所で、弥生中期の遺物がまとまって見つかり、ローム層を掘り込んで形成した平坦な床面と壁

体を確認した。グリッドを拡張した結果、炉跡とみられる焼土祉と床面の広がりを確認できた（第5・

6図）。ただし覆土一部は過去の耕作によるかく乱が著しく、遺物の出土状態と遺構との関連づけは難

しいものがあったが、状況から判断すると本来、覆土中にあったものが巻き上げられたと見なして良い

ようである。床面付近から発見された遺物（第7図10）は弥生中期土器であった。これによってNG2・3グ

リッド発見の遺構は弥生中期前半に帰属する竪穴住居跡と判断された。遺物（第7図）は弥生中期前半のい

わゆる庄ノ畑式土器が単純に発見されており、1・13－16が壷に属するとみられる他、条痕調整を施し

たものが主体となる。石器類は黒曜石製のものが主体となり、石鉄（19）及び未製品（20）のほかスクレーパ

ー（21）等がある。打製石斧（22・23）のうち22は刃部相当部位に敵打痕があり、ハンマーに転用された

とみられる。剥片をはじめとする石器製作関連資料の出土が目立っていることなどから、住居について

は石器製作址かそれに関る残淳の廃棄場所の可能性が考えられる。なお当地点の工事に際しては、土盛

工法を行なうことで遺構は保存されることとなった。

土　 器 石　 器

弥生土器 その他土器類
黒曜石製 その他石材

TOOL 剥片 ・砕片 石核 原石 TOOL 剥 片 ・砕 片

No．1 グ リッ ド 平安時代陶器　 3 1

No．2 グ リッ ド 36 時 期 不詳　 15 ピエス　　　 1 20 打 斧 （欠損） 1

No．3 グ リ ッ ド 8 1
古墳時代須恵器　 1
平安時代陶器　　 1
時期不詳　　　　　 8

石　　 鍬　　　 1
石　　 敲 （未） 1
スクレーパー　 l
ビエス　　　　　 5

75 3 1
打斧　　　　　 2
安山岩製石敲 1

3

No．4 グ リ ッ ド 27 石鍬 未製品？ 1 22 1 打 斧 （欠損） 1 1

帆 5 グ リ ッ ド 20 平 安時代陶器 1 12 1

表　　 採 1
近 世陶器　　 1
時 期不詳　　　 3

石鍬未製品？ 1 4

合　　　　 吉十 165 33 14 134 4 2 5 4

※土器の点数は破片数による。

第1表　出土遺物点数表
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第4図　遺跡位置図

第5図　調査区全体図
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7848m－C

0　　　　　　　　　　　　　　　2m」
【土層注記】

1層：耕作土。

2層：暗褐色土。炭化粒子が多く含まれ、土質はしまり良く、粘性もやや認められる。

弥生・平安時代の遺物がまばらに含まれが、住居覆土の上層に相当するとみられる。

3層：暗褐色土。土質は2層と近似するが、色調はやや明るい。炭化粒子の混入は少なく

なるu住居覆土の下層にあたり、弥生土器がまとまって含まれる。

4層：明褐色土。ロームが多く混入し、しまり・粘性ともに富む。ロームとの漸移層か？

ローム：明褐色を呈する。礫の混入が著しく、全体に硬質。

第6図　遺構実測図及び土層断面図
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第7図　出土遺物
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Ⅳ　穴場遺跡試掘調査

1．所在地　諏訪市上諏訪6292　　　2・調査期間　平成14年3月13日

3．調査面積　8I肩

5．調査担当　青木正洋

7．出土遺物　縄文土器　　10点

黒曜石製剥片1点

4．調査日的　住宅建設に先立つ試掘調査

6．検出遺構　なし

穴場遺跡は角間川左岸の扇状地として広がる緩斜面に立地する（第8図）C縄文時代の集落遺跡としては

市内有数の大遺跡であり、縄文時代中・後期が主体となる。また平安時代の集落跡としても知られる。

現在は宅地化が進みつつあり、過去12回の緊急発掘調査が行われている。

第13次となる今回は、2ヶ所のグリッドを設定し試掘確認調査を実施した（第9図）。遺構・遺物の分布

は認められず、旧地形が傾斜地であったことから、土層中には斜面上部から崩落してきた礫が多く含ま

れていた。したがって当地点については、遺跡主体部分から外れると考えられ、事前の発掘調査の必要

性はないと判断された○出土遺物は縄文早期押型文土器（第10図1）1点の他は、全て縄文中期土器（2－

4）であった。

第8図　遺跡位置図
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t土層注記】

1層二旧宅地造成によりかく乱を受ける0

2眉こ暗褐色土。上方からの流れ込みと見られる珠が多く

入るが、しまりがあり硬質。Nn2グリッドでは縄文

時代遺物の出土があった。

3眉こ褐色ローム。腐食礫が多く混入し、上面にはブロッ

ク状になった2層が混在する。

第10図　出土遺物
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V　松原遺跡試掘調査

1．所在地　諏訪市四賀7290・7292・7293　　2・調査期間　平成14年3月18日～20日

3．調査面積　43I肩　　　　　　　　　　4・調査日的　遺跡確認調査

5．調査担当　青木正洋　　　　　　　　6・検出遺構　竪穴住居4軒（縄文1弥生3）

7．出土遺物　縄文土器ほか376点（第2表参照）　　　　小竪穴2基　集石遺構1基

今回調査を実施した松原遺跡は新発見の遺跡であり、諏訪盆地を見渡す台地上に立地する（第11図）。

過去に行なった踏査等による市内遺跡分調査によれば、四賀地区北部の赤羽根・武津地籍では大黒様遺跡

や武津通り遺跡など縄文～弥生時代期の遺跡が知られていたが、松原地籍については遺跡の登録は行なわ

れていなかった。現地は畑地として利用されており、縄文・弥生土器等の遺物がかねてより採集されてい

るという情報が地元関係者より市教育委員会に寄せられた。現地踏査の結果、縄文～弥生時代遺物が採集

され、台地斜面には古墳の横穴式石室に類似する巨大な石積みの一部が地表に露出している状況もみられ

た。地形の特徴からは集落跡の存在の可能性も考えられ、前記の石積みとの関連を含め、将来的な埋蔵文

化財保護のデータを得ておく必要性が考慮されたため、試掘を伴う遺跡確認調査を実施することとした0

調査は台地上に9ヶ所の試掘グリッドを設定し、掘り下げを行なった（第12図）Cその結果、縄文・弥

生時代の遺物・遺構の分布が認められ、当該期の集落遺跡であることが明らかとなった。NG4グリッドで

は弥生中期後半土器（第14図5－7）が2層下部よりまとまって発見され、その下層からは竪穴住居と見

られる縄文中期中葉土器（1－3）を伴う掘り込みが発見されている。NGlグリッドでは時期不詳のピッ

ト、NG8グリッドでは弥生中期後半土器（8・9）を伴う小竪穴（？）が発見された〇‰7グリッドでは

新旧関係がはっきりしなかったが、焼土址を伴う床面と掘り込みが確認され、遺物（10－12）の分布状況

から弥生中期に帰属する竪穴住居跡と判断した。またNG9グリッドについてはローム上面に集石と焼土址

及び埋設された弥生土器が見つ

かった。性格は不明であるが竪

穴住居跡に関連する遺構と見ら

れ、弥生中期～後期の土器

（13・14）が見つかっている。NG

2・3・5・6グリッドについ

ては、ローム面まで削平されて

いた。

台地背後には中世山城である

井森城があり、今回の調査では

確認が出来なかったが、館跡な

ど関連する遺構の存在も考慮さ

れる。なお同地では古墳時代の

土器類も採集されている。

土　 〇日　　　　　　　　　　　　　　　 石器 頬

縄文 土器 弥 生 土器 時期 不詳

No．1 グ リ ッ ド

l

18 1 3

石嫉 未 製品　　 1

剥 片　　　　　　 5
石核　　　　　 1

磨 石　　　　　 1

1 剥 片　　　　　 1
No，2 グ リ ッ ド

No．3 グ リッ ド 13 6 剥片　　　　　 1

No．4 グ リッ ド 22 63 24

ピエスエスキーユ　　 1

剥片　　　　　 1
原石　　　　　 1

打 製石 斧　　　　 3

石 皿片　　　　 1
剥 片　　　　　　 2

3 剥 片　　　　　 1
No．5 グ リ ッ ド

No．6 グ リッ ド

No．7 グ リッ ド 2 83 26
石鍍　　　　　 1

剥片　　　　　　 6

二次加工のある剥片　 1

石 皿　　　　　 1

No．8 グ リ ッ ド 3 10 4 原 石　　　　　　 2 打 製石 斧　　　 1

No．9 グ リ ッ ド 4 50
原 石　　　　　 1

剥 片　　　　　　 6
打製 石 斧　　　 1

計 49 220 6 7 2 9

※土 器類 の

11

点数 は 破 片数 によ る

第2表　出土遺物点数表
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第12図　調査区全体図
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第12図　調査区全体図
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「
No．8グリッド

No．7グリッド
／

④

住居A

【土層注記】

1層．耕作土。一部では地山まで削平が及んでいる。

2層黒褐色士。黒色土を基本とし、粘性・しまりとも認められる。3層が斑状に含まれる。

3層：暗褐色士。ローム拉多く含み明るめ、炭化粒が多く含まれる。粘性・しまりとも認められる。

下部ではローム粒の混入が著しくなる。

a層：暗褐色土。mlグリッドのピット覆土に相当。土質は2層に類似するが、炭化粒・ローム粒

多く入る。

b層暗褐色土。3層にロームブロックが混入する。

C層：暗褐色士。Ik4グリッド住居護士上層に相当。ローム粒・炭化粒が多く含まれる。しまりあり。

d層：黒褐色士。m4グリッド住居凍土下層に相当。土質はC層と同じだが、色調は暗くなる。

e層・暗褐色士。m8グリッド小竪穴凍土上層。炭化粒とローム粒がまばらに含まれる。粘性・しまりあり。

r層：暗褐色土。‰8グリッド小竪穴覆土下層。土質は3層と同じであるが、ロームプロッタが多く入り、

色調は明るくなる。全体に埋戻し土の状況に類似する。

g層・暗褐色土。‰7グリッド住居覆土に相当。ローム粒子を多く含み、少量の焼土拉・炭化粒を含む。

粘性・しまりを欠く。

〕

払 住居A

／／〕
住居B

第13図　遺構実測図及び土層断面図
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第14図　出土遺物
（卜7：恥4グリッド　8・9：恥．8グリッド10－12：恥7グリッド13・14：Nn9グリッド）
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神宮寺跡遺跡調査地近景

神宮寺跡遺跡試掘グリッド完掘

状況（南から）

清水遺跡調査地近景



松原遺跡‰4グリッド完掘状況

（北から）
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松原遺跡No4グリッド遺物出土状況

松原遺跡No7グリッド完掘状況

（東から）

松原遺跡No．9グリッド遺物出土状況
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